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令和元年度地域公共交通事業の収支状況等 
 

１．地域公共交通事業の収支状況について 

 

（１）地域コミュニティ交通 

 

ア. こいこいバス（幹線交通） 

路線 
利用者数 

（人） 

経常経費 

（円） 

経常収益 

（円） 

収支差 

（円） 

収支率 

（％） 

こいこいバス 144,083 31,105,946 27,472,824 △3,633,122 88.3 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受け，３月の利用者数は前年同月と比較して約 15％

減少しました。 

・経常収益は前年度とほぼ同程度ですが，経常経費は前年と比較して約 5％増加したため，

収支率が約 5％下がりました。 

 

イ. 支線交通 

路線 
利用者数 

（人） 

経常経費 

（円） 

経常収益 

（円） 

収支差 

（円） 

収支率 

（％） 

三ツ石地区 

乗合タクシー 
1,514 971,620 344,086 △627,534 35.4 

ひまわり 

タクシー 
734 550,600 149,991 △400,609 27.2 

湯舟のりあい 

タクシー 
642 447,100 145,904 △301,196 32.6 

栄ぐるりん 

タクシー 
982 876,970 245,500 △631,470 28.0 

あじさい 

タクシー 
194 182,440 44,086 △138,354 24.2 

合計 4,066 3,028,730 929,567 △2,099,163 30.7 

ア.イ.の合計利用者数 148,149人 

 

（２）路線バス（廃止路線代替バス） 

路線 
利用者数 

（人） 

経常経費 

（円） 

経常収益 

（円） 

収支差 

（円） 

収支率 

（％） 

大竹・栗谷線 4,060 14,754,500 1,747,620 △13,006,880 11.8 

坂上線 17,368 18,855,072 4,471,120 △14,383,952 23.7 

合計 21,428 33,609,572 6,218,740 △27,390,832 18.5 

・新型コロナウイルス感染症の影響を受け，３月の利用者数は前年同月と比較して，大竹・

栗谷線は約 17％減少，坂上線は約 20％減少しました。 

・路線バスの経常収益は前年度と比較して約 11％減少，経常経費は前年と比較して約 9％

増加したため，収支率が約 4％下がりました。 
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目標２ 持続可能な地域公共交通サービスが暮らしを支えるまちの実現 

 

評価指標２ 公共交通の利用者数（タクシー補助制度，航路を除く） 

《大竹市地域公共交通網形成計画 P51》 

 

 路線バス 地域コミュニティ交通 

基準値（平成 29年度） 24,167人 155,327人 

令和元年度実績値 21,428人 148,149人 

目標値（令和４年度） 22,000人以上 155,000人以上 

 

 

評価指標３ 公共交通の運賃収支率（タクシー補助制度，航路を除く） 

《大竹市地域公共交通網形成計画 P52》 

 

基準値（平成 29年度） 57.1％ 

令和元年度実績値 51.1％ 

目標値（令和４年度） 50％以上 

 

 

【今後の方針】 

路線バス及び地域コミュニティ交通については，運行サービス内容が利用実態や利用ニーズ

等に適していない場合は，効率化や利便性向上を図るため，交通事業者と市が協議し，必要な

改善について検討，実施します。 

 

 

２．地域公共交通事業の利用促進施策の推進について 

  

（１）市広報を活用した地域公共交通に係る情報発信を実施 

 

令和元年７月号 ・こいこいバス利用者 100万人達成 

令和元年８月号 ・支線交通～平成 30年度の運営状況～ 

令和元年９月号 ・快適にご利用いただくためのこいこいバスの利用ガイド 

令和元年 10月号 
・坂上線にバス新車両導入 

・Happy Bus Day 10th Anniversary 

令和元年 11月号 
・こいこいバス「バスエコファミリーキャンペーンに参加しよう」 

・こいこいバス臨時バス停を設けます 

令和元年 12月号 
・こいこいバスの利用者アンケートを実施します 

・年末年始のバス運行時刻変更 

令和２年１月号 ・大竹駅伝の日はバスの運行が変わります 
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（２）モビリティ・マネジメント※の一環として，バス（こいこいバス）に乗るきっかけづく

りを目的としたバスエコファミリーを実施 

 

実施日 
11月２日(土)，３日(祝･日)，４日(振･月)，９日(土)，10日(日)，16日(土)，

17日(日)，23日(祝･日)，24日(日)，30日(土) 

対象 
大人（有料）同伴の小学生の運賃が無料 

[大人 1人につき小学生 2人まで] 
実績 93人 

※マイカーに過度に依存した生活から，適度に賢く公共交通を活用する暮らしへ，ライフ

スタイルや意識の転換を促進する働きかけのこと。 

 

（３）こいこいバス 10周年・100万人突破記念事業を実施 

 ・ポケットティシュ（ポケット時刻表差込）13,000個を市内各世帯へ配布 

  ・こいこいバスのペーパークラフトを作成し，市ＨＰに掲載 

 ・ケーブルテレビで周知 

 ・市広報 10月号で特集 

 

 

（４）あじさいタクシーの乗り方ＤＶＤを作成 

 ・御園台自治会の各班(全 14班)へ配付 

 

 
 

 

 

ポケット時刻表 ペーパークラフト 
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目標３ 地域公共交通を利用・応援する市民意識が高いまちの実現 

 

評価指標４ 市広報を活用した情報発信回数 

《大竹市地域公共交通網形成計画 P53》 

 

基準値（平成 30年度） 5回/9か月（4月号～12月号） 

令和元年度実績値 7回 

目標値（令和元～５年度） 毎年 6回以上/12か月 

 

 

評価指標５ バスエコファミリーキャンペーン利用者数 

《大竹市地域公共交通網形成計画 P53》 

 

基準値（平成 26～30年の平均値） 100.8人 

令和元年度実績値 93人 

目標値（令和元～５年の平均値） 110人以上 

 

 

【今後の方針】 

公共交通の利用を促進するための情報発信，公共交通の利用意識を高める取り組みを推進し

ます。 

 

 

３．地域公共交通の待合い環境などの改善について 

 

（１）こいこいバスの停留所「みどり橋」，「なかはま保育所」のバス停標識の固定化を実施 

 

固定化したバス停標識 

  
 

【今後の方針】 

特に安全性の向上に重点を置き，待合い環境の整備を推進します。また，こいこいバス及び

路線バスの運行情報（静的情報）については，グーグル検索対応を進めます。 

なお，バスロケーションシステム（動的情報）は引き続き検討します。 


